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平出遺跡は昭和22年から27年にかけて大規模な発掘調査が行われ、縄文時代か

ら平安時代にかけての幾多の貴重な資料が発見され、昭和27年 3月 には国の史跡

に才旨定されました。

しかし、史跡指定から既に30有余年の歳月が経過し、この指定地が市街地に隣

接していることもあり宅地化の傾向が見え始めてまいりました。このため塩尻市

教育委員会では昭和50年から51年度にかけて文化庁ならびに県教育委員会の指導

のもとに平出遺跡保存管理計画が策定されました。この保存管理計画に基づき、

国、県の補助事業として、昭和54年度から昭和56年度の 3ケ年にわたって遺構確

認調査を実施し、また、昭和56年度からは 3ケ年計画で指定地域内の公有化をす

すめ、あわせて昭和57年度から公有化地区の環境整備を実施することになりまし

た。

昭和57年度には、公有地の外柵設置と今後の整備の資料を得るための発掘調査

を計画、実施いたしました。調査にあたっては、花村格先生を団長に、調査員に

は中信考古学会の先生方に、また調査補助員には信州大学考古学研究会を中心と

する大学生にお願いしました。初冬の寒さの中で献身的な御尽力を賜 りました。

また、今回の発掘調査が所期の目的を達し、無事終了できましたことは、平出区

長中野元弘氏、平出遺跡会長市川琢磨氏をはじめ、地元の方々の深い御理解、御

援助によるものであります。ここに哀心より敬意と感謝をささげる次第でありま

す。

日召和58年 3月

塩尻市教育委員会

教育長 /Jヽ  松  優  一



例   言

1 本書は塩尻市教育委員会が長野県塩尻市大字宗賀平出所在の史跡平出遺跡公

有化地域の発掘調査を昭和57年度国、県の補助事業として実施した報告書で

ある。

2 調査は、平出遺跡発掘調査団 (団長 花村格)に委託し、現場での調査は昭

和57年 11月 20日 から11月 29日 まで実施した。

3 遺物および記録類の整理作業から報告書作成までは平出遺跡考古博物館にお

いて日召不日57年 12月 から日召不日58年 3月 まで行った。

4 本書は、花村団長を中心とし、調査員、調査補助員の共同討議の上で執筆し

た。

5 調査にあたっては、平出区長中野元弘氏をはじめ地元平出区の方々に多大な

御配意、御援助をいただいた。ここに銘記しお礼としたい。

6 出土品、諸記録は平出遺跡考古博物館で保管している。
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第 I章 調査経過

第 1節 発掘調査の経過

平出遺跡は、昭和22年から27年にかけて大規模な発掘調査が行なわれ、組文時代から平安時代

にわたる集落が東西 lKm、 南北300～ 400mの範囲にわたって展開していることが判明した。こ

の調査結果に基づ き、昭和27年 3月 に国の史跡に指定された。その後、この指定地が市街地に隣接

していることもあり、宅地化の傾向がみえはじめた。このため、文化庁、県教育委員会の指導の

もとに昭和50年、51年の両年にわたり、史跡の保存と活用面における指針を盛 り込んだ保存管理

計画の策定を行った。この中で、 (1)遺跡内未調査地区の遺構確認調査、 (2)指定地内の公

有化)(3)史 跡の活用方法について述べられており、現在この指針にもとづいて事業が進めら

れている。すなわち、 (1)に ついては、昭和54年～56年度にかけて史跡指定地の東、北、西部

地域の遺構確認調査が実施され、また、 (2)に ついても昭和56年度から土地の公有化を進めて

いるところである。 (3)の活用については、公有化された地域を中心として、復原家屋の建設、

外柵の設置、植栽などの整備を昭和58年度以降実施予定である。そこで、今後の環境整備のため

の資料、殊に、復原家屋を建設するための住居址の検出および遺構の分布状況等を明らかにする

ことを主目的とした発掘調査が計画され、実施された。

発掘調査は昭和57年 11月 20日 ～11月 29日 まで行ない、以後引き続いて 3月 まで記録類、遺物類

の整理作業、報告書の刊行を行なった。

調査にあたっては、調査団長を前平出遺跡考古博物館長花村格氏にお願いし、調査員には中信

考古学会の諸先生に、また調査補助員には信州大学考古学研究会にお願いした。

調査団の構成は次のとおりである。

団長 花村 格

調査員・調査補助員 小林康男、島田哲男、大竹庄司、奥山元彦、小嶋秀典、深井幸人、前田

清彦、掘田直人、金子順一

一般 小池国蔵、川上光雄、内川幸治郎、内川なお江、荻上宗樹、田村美代、田村しづか、西

村忠雄、中村泰、大塚あさの、川上みどり、上條由美、小口ゆかり、川上美代治、加納哲

美、大沼田一枝、市川増雄、市川みえ、松井光子、武井豊子、征矢野公子、曽根原康一、

曽根原正子、高橋たづ江、林みつ江、林正千代、丸山せき子、加納宣子、由上はる美、米

久保近江、赤岩朝嘉、岡田美津江、山下敦、中川重行、唐沢隆幸、武居邦浩、武居千津子



市川忠宏、大下今朝好、大下かめよ、赤沢繁幸、小沢克雄、上條智、古谷広樹、武井公恵

塩原しず子、高橋ふみ、川上誠、林俊一、小林洋子、鳥羽嘉彦、中野実佐雄

第 2節 発掘調査の方法

発掘調査にあたっては、昭和25年の第一次調査によって発掘が実施されたBお よび Oト レンチ

を除く地区を中心として実施 した (第 3、 4図 )。

調査は、東西方向にA～ Oト レンチ (長 さ27m～ 33m、 幅 3m)を 設定し、 B・ D・ G・ I・

Oト レンチを発掘し、遺構が検出された地区については拡張した。なお、昭和25年に既に調査ず

みの第11号 (22号および、 1号、 2号 も正確な位置関係、内容を知るために再発掘を行なった。

遺物は各遺構ごとに出土地点、前位及びレベルを記録して取 り上げることに務めた。

調査面積822m2。



第 3節 調査 日誌

11月 20日 (土 )朝 9時に全員現地に集合し、花村団長より発掘の目的等を含めた挨拶があり、

その後、調査の諸注意につき説明があり、直ちに発掘に入る。 Kト レンチの掘 り下げを実施。攪

乱もなく、土層の推積状態は良い。縄文中期と弥生中期の土器片が出土する。午後、 2軒の住居

址を確認する。

11月 21日 (日 )K、 G、 B、 Dト レンチの掘 り下げとともに、昨日確認された住居址を発掘す

るため Jト レンチを拡張する。なお、住居址完掘のための除土作業が困難のためバックホー、ダ

ンプによって除去を行うも

11月 22日 (月 )B、 I、 K、 」トレンチの掘 り下げを続行。 B、 Dト レンチはローム層面まで

攪乱が及んでおり、遺構は全 く検出されず、出土遺物も極めて少ない。

11月 23日 (火 )B、 Dト レンチのセクション図作成。 K、 」トレンチの住居址 (第 61号 )のセ

クション図作成。ベル ト除去。炭化材が目立つ。」、Kト レンチ10、 11区 で住居址が確認される

(第 1号住居址)。

11月 24日 (水 )Oト レンチ 1～ 2区および 3～ 4区において住居址と思われる落ち込み検出。

また、第11号住居址も確認される。第 1号址は完掘すべ く拡張する。第 2号址を確認する。

11月 25日 (木 )第 1、 2号住居址の検出。 Oト レンチ 1～ 3区、 3～ 4区の住居址完掘のため

Pト レンチを拡張する。第11号址完掘のためバ ンヽクホ~に て廃土を除去する。

11月 26日 (金 )第 1号址の写真撮影。第11号址の掘 り下げ。床面上より編み物用石錘が出土し、

注目される。 Oト レンチ 1～ 3区 (第 62号址)の掘 り下げとセクション図作成。 Oト レンチ 3～

5区 (ナ号址)の セクション図作成。

11月 27日 (土 )第 11号址の掘 り下げ、第 2号址の柱穴、北壁調査。ナ号址の精査と写真撮影お

よび平面図作成。第61号址の床面精査 と平面図作成。

11月 28日 (日 )第 11号址の精査、写真撮影。第62号址の床出しとカマ ド精査。第 2号址の平面

図作成。第61号址の平面図作成およびカマ ド内の遺物取 り上げ。

11月 29日 (月 )第62号址の平面図作成、カマ ド内の土器取 り上げ。本日で現場における作業を

終了。

12月 ～ 3月  遺物の洗浄、注記、実測、遺構図面の整理、製図、図版組みを行なぃ、同時に原
稿の執筆、報告書の印刷。

(事務局 )
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第Ⅱ章 遺跡の概要

第 1節 遺跡の位置

今回の調査地域は、塩尻市大字宗賀362番地および同363番地に所在する。 (第 1図 )史跡指定

地のほぼ中央に位置し、復原家屋の入口通路両側に広がる畑地である。(第 2図 )海抜は732.5m前

後で東へ 1/60の微傾斜で低下している。

平出の泉は南西方向へ320mを源1り 、比高差 8m、 また泉から流出し遺跡に沿って平出の集落

の中を東流する渋川の小河川は、発掘地点に最も近づ くあたりで110mを 沢1る 。

付近の地形、地質については、遺跡の北縁確認調査が行われた史跡「平出遺跡」遺構確認調査

報告書―昭和55年度― (1981)P9の地質断面図が本調査域を通っているので参照されたい。

耀 勒

鰤
たヽ

0        1        2 km
l    l  . 1

第 1図 平出遺跡位置図 (1:50000)

汁
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第 2節 調査の要約

今回の調査は合計 6ト レンチと拡張区の発掘を行った (第 4図 )。 その結果、北側は、 Iト レン

チ中央まで耕作による天地返しがされており、遺構の保存状態が極めて悪いことが確認され、遺

物も僅少であった。遺構は南側の K、 Oト レンチおよびその拡張区において 7住居址の存在が確

認された。このうち 4住居址はすでに昭和20年代に検出され、今回再確認という形になったもの

であるが、残 りの 3住居址については今回新たに確認されたものである。住居址以外の遺構検出

は、すべての トレンチにおいて皆無であった。 (第 3図 )

出土遺物は、組文時代、弥生

時代、古墳時代～平安時代にわ

たっているが、出土数は概して

少なかった。縄文時代について

は、組文中期後半の土器片が主

体であるが、他に縄文後期前半

の土器片が出土している。石器

は、石鏃、石皿、打製石斧、磨

製石斧、凹石、祗石が出土し、

他に黒曜石片が出土している。

弥生時代については、弥生時代

中期の条痕文系土器が約30点出

土しており、これは本遺跡を含

め松本平でも余 り出土例のなか

ったものである。古墳時代～平

安時代については、土師器須恵

器、灰釉陶器が出土しており、

他に大量の編み物用石錘の出土

が注目される。

(鳥羽嘉彦)

_ゝ¬__T_可 __下~耳L~下~¬~~T~¬ ~三撃
m

第 3図 遺構配置図

第61

Kト レンチ
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第Ⅲ章 遺構 と遺物

第 1節 今回新たに発掘された遺構と遺物

(1)第ナ号住居址

遺構i(第 5図 )○ トレンチ 3、 4、 Pト レンチ 3、 4にかか り、発掘範囲の南東にローム層上より

検出された住居址である。本住居址の東70cmに は第62号住居址がある。東西3.43m、 南北3.70mの

ほぼ円形を呈する。住居址の埋土は、Ⅳ層、ローム粒を含む暗褐土層、V層、ローム粒を含む暗

黄褐土層の 2層から成 り、自然の埋没を示す。壁は低 く、あまり明瞭ではないが、東壁 9 cm、 西

壁 13cm、 南壁 10cm、 北壁23cmである。床面はやや堅いロームの床であり、多少の起伏はあるがほ

ぼ平坦である。床面からはPl～ P4ま でのピットが検出された。すべて、やや小さめの浅いピ

ットであるが方形にならび、 4本柱の主柱穴と考えられる (Pl、 18× 18cm、 深さ 9cmO P 2、

20× 14cIIl、 深さ 6cmO P 3、 20× 18cm、 深さ 5cmO P4、 25× 20cm、 深さ 6 cm)。 炉はなく、焼土

の痕跡も検出されなかったが、中央から÷程度に割れた石皿の破片が出土した。本址は規模、柱

穴の規模などからして、住居址 とは異なった性格のものとも推測される。本址よりの出土遺物は

土器片10片程 と中央から出土した石皿の破片のみであった。

本住居址は出土土器片より曽利 I式 (平出Ⅵ b)の新 しい時期と思われる。

註、1981年 「平出遺跡遺構確認調査報告書」塩尻市教育委員会 (島 田哲男 )

遺物 (第 6図 )(1)石器、住居址の中心、床面上から石皿の破損品11が出土している。大きさは18

。3cm× 16。 5cm、 厚さ11。 5cmの安山岩製で、多孔質のため表面はかなり荒れていたが、磨面は丁寧

に磨き上げられている。本住居址出土の石器は、この石皿一点のみであった。

(2)土器 本址からは、縄文土器の破片が10点ほど出土した。これらは曽利正式に該当するものと
考えられ、 1～ 3ま では口縁部、4は頸部、 5～ 8は胴部、 9、 10は底部直上にあたる。 1と 2

は同一個体、波状口縁の口縁部で、隆帯とそれと平行する連続刺突文の区画文内を沈線で充損し、

特に 1の方は隆帯上にキザミが施されている。 3～ 10は いずれも沈線と隆帯により施文されたも

のであるが、 8の隆帯上にもキザミがみれる。 4は、ミミズク型把手を付した頸部にあたる。

-9-

(前田清彦 )
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(幼 第61号住 居址

調査経過 Kト レンチを掘り下げると幅50～ 60cm、長さ4.3mの落ち込みが確認され、Iト レン

チ方向への拡がりが予想された。そこで、Kト レンチで確認された落ち込みを追う形で、Iト レ

ンチヘと拡張を行ない、表面検出をした。その結果、 I～ Kト レンチにかかる方形の単一遺構で

あることが確認された。さらに掘りすすめると覆土が非常に黒く、土器片と共に多量の炭化物が

認められ、焼失住居ではないかと予想された。

遺構i(第 7図 )プ ランは、南北3.7m、 東西4.4mの隅丸方形を呈する。主軸は東西方向を指す。

壁はローム層を掘り込んでおり、ほぼ垂直である。壁高は東壁20～ 25cm、 南壁20～ 25cm、 西壁25

～31cm北壁25～ 31cmと なっている。床はローム面をそのまま用いており、中央部分に2.5× 3.5m

の範囲で非常に堅緻な部分が見られる。しかし本址の北側 3分の1は、後世の攪乱によって堅緻

な床面もかなり破壊されている。また、床面は全体に北から南へなだらかに傾斜している。ピッ

第 7図  第61号住居址

-12-

m



第8図 第61号住居址土器・鉄器出土状態

卜は床面上にPl～ P3ま であり、東壁中央にP4が確認された。Pl(60× 100cm、 -15cm)、 P2

(25× 25cm、 -20cm)は柱穴と考えられるが、P3(45× 45cm、 -20cm)、 P4(50× 50cm、 -10cm)

は住居廃棄後の何らかの遺構に伴う掘 り込みであると考えられる。 Pl、 P2の位置関係から住

居の北 4貝 1に も柱穴があったものと思われる。

本址に付随する施設としては、カマ ドがある。カマ ドは粘土組みカマ ドで西壁中央に壁をわず

かに挟 り込んで設けられている。支脚石を持ち、規模は間口50cm、 奥行き60cmと 考えられる。力

マ ド内には焼土が20cm前後堆積 しており、完形の土器も数″点出土した。

本址の特徴は、炭化材がかなり出土したことである。炭化材は住居址の西半分よリカマ ドを中

心とする形で出土し、床面直上に存在していた。Pl東側の焼土は7 cmほ ど堆積していた。炭化材・

出土遺物の状態から本址は焼失住居もしくは火災の被害を受けた住居と予想される。

出土土器の様相から本址は 7世紀に属する住居址と推定される。

-13-
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遺物  土器、鉄器がある。出土状態(第 8図 )はカマ ド内及びカマ ド周辺からである。

土器 (第 9図 )土師器、須恵器が出土している。完形の土師器 7、 須恵器 1の計 8点 と土師器片

数点である。

土師器にはネ、小形甕、甕、がある。 1は完形のナ不で、色調は暗褐色一部淡明褐色である。内

面はハケナデがなされ、外面は、日縁部がハケナデ、胴部が
ハケナデ後ヘラミガキの調整がされ

ている。底部はヘラケズリである。 2は小型甕で、色調は淡黄褐色である。内面は口縁部から胴

上半部にかけてハケによる横位ナデがなされ、胴中央部に縦位ナデがみられる
g外面は口縁部か

ら胴部にかけてハケによる縦位ナデがみられる。 3、 4、 5は甕である。 3は淡褐色で、内外面

とも口縁部はハケによる横位ナデ、胴部も内外面ともハケメ痕が残る。 4は暗褐色で、内面は横

と斜めのハケメである。外面は縦のハケメである。 5は赤褐色で 3、 4よ り口縁部が外反してい

る。内面はハケナデであり、外面は口縁部がハケナデ、胴部は
ヘラケズリのあとベラナデがなさ

れている。 6、 7は 3～ 5と は形態が違う甕である。 6は暗黄褐色で、口縁部は内外面とも
ハケ

ナデ、胴部は内外面ともヘラミガキである。 7は暗褐色で、内面はハケメ、
ヘラケズリの後ヘラ

ミガキがなされ、胴下半部にはハケメがある。外面はハケメの後ヘラミガキで調整されている。

8は須恵器の蓋付琢で色調は青灰色である。内面は時計回りのロクロナデ、外面は回転ヘラケズ

リである。

鉄器 (第 9図 9)、 lt点出土している。錆びが激しく形状がわかる程度であり、長さ5。 4cm・ 厚さ0.

32cmの棒状を呈する。                           (小 鳴秀典 )

3) 第62号住居址

調査経過 Oト レンチ 1.2、 3を 中心とし、K、 Pト レンチ、 1

の南東端に褐色土層から検出された住居址である。

遺構i(第 10、 11図 )東西6.9m、 南北6.46mの隅丸方形の平面形をもち、主軸方向はN899Wを 指

す。本址は褐色土より掘り込んでおり、埋土は4層から成り、 7層が褐色土、 8層が暗褐色土、

9層がローム粒、炭粒を含む暗褐色土、13層がローム粒を多く含む暗褐色土で、自然埋没である。

東側は旧道があった部分で、10層の堅い黒褐色土が13層上面まで及んでいる。壁は褐色土からロ

ーム層まで掘り込み西、南、北壁は遺存状態が良好であるが東壁は旧道のためか攪乱を受けてお

り低い。壁高は、東壁20cm、 西壁56cm、 南壁35cm、 北壁 5cmでほぼ垂直に立ち上っている。壁上

面は地山の傾斜で、西～東へ傾斜している。壁際にはカマ ド周辺、東壁北半分を除き、幅10～ 25

cm、 深さ2～ 10cmの周溝が回る。床面はローム層で多少の凹凸はあるが、堅くたたきじめられて

おり、ほぼ平坦であるが西～東へ 5 cm程度、1° の傾斜をもつ。床面からはPl～ P15の ピットが

検出された。主柱穴は、Pl(50× 50cm、 深さ57cm)、 P2(40× 40、 深さ47cm)、 P3(52× 45cm

深さ20cm)、 P4(38× 35cm、 深さ37cm)が方形に並び 4本柱と考えられる。Plは 2段になって

おり、 1段 目は南側が袋状となり、 2段 目は 1段 目の底の北西にやや傾斜し掘られている。P2

2、 3に懸り、発掘範囲

-15-
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I 暗褐色土 (耕作土 )
Ⅱ 黒褐色土
I 暗褐色土 (耕作土 )
Ⅱ 黒褐色土
Ⅲ 褐色土(F― ム粒をわずか含む )
Ⅳ 暗褐色土 (ロ ーム粒を含む )
V 暗褐色土 (ロ ーム粒 多く含む )
Ⅵ 暗黄褐色土 (ロ ーム粒混入 )
Ⅶ 褐色土
Ⅷ 暗褐色土
Ⅸ 暗褐色土 (ロ ーム粒、炭混入 )
X 黒褐色土 (ロ ーム粒含む )
測 暗黄褐色土 (ロ ーム粒を多く含む )
Ⅲ ローム(褐色土多く混入 )
Ⅷ 暗褐色土 (ロ ーム粒 多く混入 )

XIV黒褐色土 (堅 く、旧道路面 )第10図  第62号住居址

は垂直よりやや傾斜をもって掘られている。P3は垂直よりやや傾斜をもって掘られ、やや他の

ものにくらべて浅 く、中に三角柱形の高さ15cmの石が入っている。P4はほぼ垂直に掘られてい

る。床面南東4員1の P5(70× 66cm、 深さ48cm)、 P6(残 存部径61cm、 深さ38cm)、 カマ ド北側のP
8(65× 54cm、 深さ37cm)は 貯蔵穴と位置、大きさから推定される。 P5は P6を切って掘られて
いる。床面の他のピットは何のためか断定しがたいが、これらの中には、支柱穴となるものもあ

-16-
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焼土粒を含む暗赤褐色土

Ⅲ"焼土

Ⅳ 黒褐色土
V 暗黄褐色土

|

第11図  第62号住居址カマ ド

ると思われる (P7、 28× 28cm、 深さ1lCm・ P9、 20× 18cm、 深さ10cm O P 10、 36× 22cm、 深さ

14cm・ P ll、  52× 38cm、  彰程さ15cm O P12、 18× 18cm、 深さ10Cm・ P13、 36× 34cm、 辛案さ16cm,P

14、 25× 22cm、 彰程さ19Cm O P 15、  16× 16cm、 彰程さ 7cm O P16、 22× 16cm、 彰程さ13cm・ P17、 22×

16cm、 深さ 7 cm)。 壁外には、 P18(52× 44cm、 深さ42cm)、 P19(54× 43cm、 深さ28cm)が Jヒ壁に

接してP20(残存部径40cm、 深さ14cm)が南壁に接して、P21(残存部径34cm、 深さ12cm)、 P22

(36× 20cm、 深さ28cm)が南西コーナーより24cm離 れて検出された。 P18、 19な どは柱穴状であ

る。 P18～ 20は壁に接していたが住居址 との切 り合い関係はつかめなかった。これらのピットは

断定し難いが、上層を造るうえで本址に付随した柱穴及びピットとも推定される。北西コーナー

近 くの床面には22× 14cm、 厚さ 3 cmの 範囲で焼土が検出された。また、扁平な石 1ケ と拳大の礫

3ケが床面の北4員IPlと P2の 間に、拳大の礫が7ケ 、 床面の東側やや北寄 りに集中して検出され

た。カマ ドは西壁中央に石組粘土カマ ドが構築されている。110× 110cmの規模でカマ ド上及び周

辺には石が散乱している。天丼石はP8の南側に崩れ落ちたものが 1ケ残る。袖石は、右側に扁

平な円形の石 と柱状の石が 2ケ、左側に柱状の石が 2ケ立てられ遺存しているg粘土は袖石の周

辺に残存しているがほとんどは粘土塊、粒 となり飛び散っていた。おそらく本址のカマ ドは粘土

に明褐色土、暗褐色土を混入させて構築したものとも推定される。焚口部は10cm掘 り凹められて

いた。煙道は検出されなかった。焚口部には焼き土が 5 cm堆積しカマ ド内にも焼土塊、粒混りの

完全な焼き土になり切らなからたと思われる暗赤褐色土が検出された。本址のカマ ドはカマ ド内

周辺の袖石、天丼石を除くとカマ ド内及び周辺に散る石はさほど大きなものはないので、天丼石

Ｉ

Ⅱ
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第12図 第62号住居址土器出土状態

袖石が住居廃絶時に抜き取られたとも考えられるが、粘土を主流に石を使用して構築したとも推

定される。

本址の遺物出土状態はカマ ド内及び周辺に集中した (第 12図 )6ま た、小形甕の完形品が東壁際

中央床面に出土した。カマ ド内及び周辺では、甕、椀、不の大破片が散乱して出土したが、カマ

ド右側に甕の完形品と甕胴下半分の完形品、左側に甕の完形品が出土した。またカマ ドの右側か



ら扁平な砥石が出土した。

本址は古墳時代後半、 7世紀前半前後と思われる。

(島 田哲男 )

遺物 (第 13、 14図 )カマ ドを中心にして出土し、石器はカマ ド北側、完形の甕 8の隣に21。 2×

16.2cm、厚さ4.9cmの 平 らな砥石が出土している。土器はいずれも土師器で、甕 7、 小形甕 1、 甑 1、

不 3、 有稜不 2、 が出土している。

甕については 8が完形品で、他の甕と比べると幾分小形ではあるが器厚は0。 9mm～ 1.3mmと かな

り厚い。色調は内外面とも赤褐色で、胴部はヘラケズリ、日縁部はハケロで仕上げられている。

また、日縁部には炭化物が黒 く付着していた。 9は他の甕と比べるとかなり胴部の張った形を示

し、色調は明褐色、整形はヘラミガキである。この甕の破片はカマ ドの中心付近から出土し、器

面に所々黒い炭化物の付着がみられ、加熱のためか器面はかなり荒れている。10は カマ ド東側に

出土した甕で、内外面とも暗褐色をなし、整形については内面が縦位のハケナデ外面がヘラナデ

で仕上げられているが、下半部を残すのみであった。11は茶褐色の甕で内面は横位のハケナデ、

外面は縦位のハケナデ、そして口縁部外面は横位のハケナデで仕上げられている。この甕には輪

積み痕がかなりみられ雑な成形をしており、口縁部の器厚が先へいくほど薄 くなり、口縁先端に

面取 りがしてあるのが特徴である。12は 内面茶褐色、外面赤褐色で整形は内面がハケナデの後に

ヘラケズリを行ってあり、外面が縦位のヘラケズリで仕上げられている。この甕は口縁部と底部

を欠いている。カマ ド南東側に横たわって出土した13の甕は内外面とも明褐色をなし、内面が縦

位のハケナデ、口縁部が横位のハケナデ、外面がハケロで仕上げられており、カマ ド北東側から

出土した。14は燈褐色の甕で、外面縦位のハケナデ、口縁部が横位のハケナデで仕上げられてい

るが内面については器面が荒れているため整形は不明瞭であった。

この他、カマ ド内からは、甑 6と 不 5と 有稜不 2が出土している。甑6は 内外面とも淡赤褐で、

で、口縁部がハケナデ、胴部外面がヘラケズリのあとヘラナデ (一部ヘラミガキ)、 内面がヘラミ

ガキとヘラナデ、内面下部が板状工具によるケズリで仕上げられている。この甑はカマ ド南側に

横たわるようにして完形で出土した。不 5は 内面が黒色処理されており、ミガキの暗文がある。

有稜不 2は カマ ド南東側から出土しており、器面は黒褐色、ヘラナデとハケナデの整形で、小石

混じりの荒い作 りである。

また東壁中央からは小型甕 7が出土している。色調は明褐色、外面はヘラケズリ、内面はハケ

なでの整形である。この小型甕の特徴 として、底部が 1。 7cmと 厚いことが挙げられよう。

これらの他に実測可能なものとして、不 3点 103、 4が出土している。

-19-
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黙フ節 既発掘の遺構と遺物

(1)第 1号住居址

本址は昭和24年 11月 に発掘調査 (予備調査 )が行なわれており報告書には次のように記されて

いる。「前記調査の際、後のBト レンチ第11号址の北方に発見されたもので、南方壁が確認されな

かったので、そのプランは明らかでないが、大体方形の堅穴と推定される。周溝なく、柱穴 3箇

凹穴 1箇、床面は地表下70Q颯、東方壁に石組のカマ ドが設けられ、これを中心に広 く焼土の散布

が見られた。またカマ ドの右側に沿って円形の敷石があり、大部分はよく焼けていた。出土遺物

は土師器高不片 1、 須恵器盤片 1、 灰釉陶器皿 4を はじめ、釘様鉄製品 1箇であった。 これ等の点

から見ると本址は土師式後期の堅穴に属する事が推察出来る。」今回の調査で、本址は位置的には

ほぼ報告書のとおりであるが、第22号住居址 と重複関係にある事が明らかになった。(第 15図 )第

1号住址 と第22号住居址とは同時に調査されていないため、重複関係にある事が判明しなかったも

のと思われる。プランについては隅丸方形で、南壁部を第22号住居により切られている。柱穴は

径が25cm内 外、深さ15cm～ 22cmの ものが 3箇、径が50cm、 深さ45cmの ものが 1箇確認された。床

面は、やや堅いロームで、検出面からの深さは、30cmで あったも東方壁の石組のカマ ド、円形の

敷石については、敷石のあったと思われる所からわずかに焼土が検出された以外は、昭和24年の

発掘調査で取 り上げられているため確認はできなかった。本址の時期は、灰釉陶器の出土がみら

れることから、おそらく平安時代に属するものと考えられる。

(中野実佐雄 )

け)第 2号住居址
遺構 昭和24年の前期調査時に南壁、東壁の 1部が確認された住居址であるが、実測図もなく、

記録は雑誌「信濃」第二巻一号 (昭和25年 )に 記述された、概報の住居址配置の略図と本住居址

の記述と、昭和30年の報告書「平出」の記述であった。「平出」の記述でも、「第 1号址の西方で、

同一 トレンチ内に発見されたものである。東と南の両壁は確認されたが、北と西の壁は不明であ

った。」とされた住居址であったが今回の再発掘により、住居址の東半分ではあるが全貌が確認さ

の掘 り込みが検出された。約÷を検出したのみで全体形ははっきりとしないが、南北9.4m、 東西も

ので÷は未発掘であった。本址はI、 」、K、 Lト レンチ10、 11、 発掘範囲の西側よリローム層

に掘り込み検出された。約÷を検出したのみで全体形ははっきりとしないが、南北9。 4m、東西も

ほぼそれと同じ程度の隅丸方形の大形住居と推定される。住居址埋土は、 3層 一ローム粒を含む

黒褐色土、4層 一ローム粒を含む明褐色土、 5層 一やや粘性のローム粒を多く含む暗褐色土、 7

層―焼土、 9層 一焼土粒を多く含む暗褐色土の 5層から成り、 7、 9層の床面上の 2層 を除くと
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第 1号住居址

第22号住居址

1~下~下~市~†~単_†_す_‐―‐―fm

第15図  第 1・ 22号住居址

自然の埋没を示す。住居址南側2.2m、 東側1。 4mは前記調査の際に掘られ埋めもどされた部分で

また北側 2mは耕作による攪乱を受けていた。壁はしっかりとローム層に掘り込み、高く、良好

で、壁高は東壁49cm、 南壁33cm、 北壁50cmでほぼ垂直に立ち上っている。床面は多少の起伏はあ

るが、堅くたたきじめられており、平坦で良好であるが北側 2mは耕作の攪乱が及んでおり、軟

弱になっていた。床面からはPl～ P9の ピットが検出された。そのうちPl、 P9は報告書記

述中にある「柱穴四箇と大形凹穴一箇」の一部、P2は検出時には浅かった (精査の結果深くな

った)ので概報の記述中にある「長方形の小凹所」(「平出」では「長方形小凹穴」)である。P3、

6、 7は昭和24年発掘時に掘った部分であったが、当時は検出できなかうたらしく、床面精査時

に検出された。P3(114× 110cm、 深さ50cm)は 位置からして主柱穴の一部と思われる。P5(40
×34cm、  深さ13cIIl)、 P6(50× 46cm、  深さ17cm)、 P7(36× 13cm、 深さ10cm)は 位置、 規模から
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鰊 炭化材

第16図  第 2号住居址

暗褐色土 (耕作土 )
暗褐色土(ロ ーム粒を含む)
黒褐色土(ロ ーム粒を含む)
明褐色土(ロ ーム粒を含むやや粘質 )
暗褐色土 (ロ ーム粒を多く含む、や
や粘質 )
黒褐色土 (ロ ーム塊・粒を多く含む)
焼土
ロ ー ム

暗褐色土(焼土粒を多く含む)
暗褐色土(ロ ーム粒を多く含む、Vよ
りやわらかい)
暗褐色土(ロ ーム粒を多く含む、I・
Ⅱより明るい)
暗褐色土(ロ ーム粒を多く含む、やわ
らかい)
暗褐色土(やわらかい)
暗黄褐色土(前位層)
耕作攪乱層 (黒褐色土ローム粒が多
く混入)

Ｉ
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10cm

第17図  第 2号住居址出土土器

して支柱穴の一部と考えられる。Pl(98× 68cm、 深さ21cm)、 P8(100× 100cm、 深さ101cm)は

位置などから柱穴とも貯蔵穴とも考えられる。P2(200× 146cm、 深さ20cm)、 P4(100× 72cm、

深さ21cm)は貯蔵穴と考えられる。P2か らは昭和24年発掘時に鉄撃が出土している。床面上に

は焼土が所々に見られ、厚い所で10cm源 1る 。また、炭化材も住居址中央やや北寄 りに見られた。

昭和24年の前期調査でも本址より、焼土、炭化材、炭化物が検出されており、「火災に遭ったとも

考えられた。」とされたごとく、おそらく、
二種の焼失住居と推定される。カマ ドは発掘範囲外に

あるらしく検出されなかった。

本址よりの今回の遺物出土状態は、集中する部分は見られなからたが、P5の上部より、甕の

底の完形品、P5の東 4貝1に有稜不の半完形品が、本址中央部から須恵器の蓋付不の
=の
破片が出

土した。本址の時期は古墳時代後半、 7世紀前半と考えられる。

遺物 (第 17図 )本址からの遺物はさほど多くなかった。 1～ 3は土師器有稜不である。 1は内

面黒色処理された黒色土器で、口縁部板状工具 (ハケ)でなでられ、底部がヘラケズリされ、その

後、内外面ヘラミガキしている。 2は 、内外面明褐色でヘラミガキされている。 3は手づ くね土

器的である。内外面、淡赤褐色で、外面、口縁部を板状工具 (ノくケ)でナデ、稜下半～底部を同

工具よリケズリ(薄いハケロが残る)を おこない、内面をヘラミガキしている。 4は 、土師器の小

形壺で、内面黒色処理された黒色土器で、外面は赤褐色である。内外面ヘラミガキしている。 5

は、須恵器の蓋付不である。内面、外面口縁部～胴上半部をロクロナデし、外面胴下半部を回転

ヘラケズリしている。ロクロの回転方向は逆時計回りである。 6は土師器甕の口縁部ん胴上半部

7は土師器甕の底部である。 6は 内外面にハケ整形している。 7は外面はヘラナデ、内目はハケ

整形されており、成形の積み上げ痕が良好に観察される。この住居址からは昭和24年 の発掘の際

に鉄ノミと砥石 1ケ、土師器壺 1個体が出土しているが、鉄ノミ以外は詳細が不明である。鉄ノ

ミは、全長20.5cm、 身の部分18.5cm、 身の断面短形で幅1.5cm、 厚さ1.2cmで先端は片刃である。
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本址の遺物は、 5の須恵器の年代などから古墳時代後半、 7世紀前半と考えられる。(島 田哲男 )

(3)第 11号・22号住居址

第11号、22号住居址の再調査を実施したが、昭和25年、26年の調査結果に付け加える′点は、(1)

第22号住居址は第 1号住居址の南半部分と重複していることが判明した (第 18図 )(2)第 11号住居

址床面上に残されていた小礫が最近注目されている編み物用石錘であろうと考えられた。この 2

点である。

編み物用石錘

出土状態 第11号住居址の床面に密着 した状態で、 3ケ所から検出された。すなわち、■の南

南壁下から出土した18個 (編み物用石錘 I第 19020図 )P2の 西 4員1、 北壁寄 りから出土した11個 (H・

第21図 )そ してP9の西 4員1か ら出土した 5個 (III・ 第22図 )の 3ケ所であり、総数34個である。 (第 1

表 )こ うした 3ケ所からの出土状態は、昭和25、 26年 当時の発掘調査平面図にも記述されており、

第22号住

P'

0

A― °

第11号住

◎P■ 4

P.9

ヽ

C丁

Ｄ

◎

‐
ド
Ｐ・９ユ
％

R9■
8L

P2■

第18図  第11・ 22号住居址
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Ｄ
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OP■ '5  
・6  。  。
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第19図  第11号住居址出土編み物用石錘 Iの (1)

(【
三 〕 4

7

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

-27-

0               1o cm



イ
14

10cm

第20図  第11号住居址出土編み物用石錘 Iの (2)

大きな移動はないものと考えられる。しかし、個々の編み物用石錘の出土状況が果して原位置を

示すものか否かは判然とせず、ここでは、この 3地点から出土したという記述のみにとどめてお

きたい。

第11号住居址から出土した編み物用石錘の形態は全体的におおよそ縦 8～ 17cm、 横 3～ 7 cm、

厚さ 2～ 5 cm、 重さ100～ 550gで正面からみると縦に長い長方形、もしくは楕円形で、側面から

みると三角形、あるいは縦、横、(ど ちらか)一方に偏った楕円形を呈するものがほとんどである。

編み物用石錘の長さと幅、重量と長さの関係を示したのが (第 23、 24図 )である。これから具

体的な大きさを探ってみる上で次のような分類が考えられる。 Iの aグループ (l γll)、 Iの b

グループ (12～ 18)、 ⅡのCグループ (19～ 24)、 Ⅱの dグループ (25～ 29)、 Ⅲの eグループ (30～

34)の 5つである。 I一 aは 11点で長さ12.5～ 16。 7cm、 幅 5～ 7。 2cm、 重量350～ 630g、 I― b7

点では長さ8～ 11.7cm、 幅4.8～ 6.8cm、 重量120～280g、 Ⅱ―cは 6点で、長さ12.5～ 14cm、 幅

5～ 6。 5cm、 重量290～ 480g、 Ⅱ―dは 5点で長さ8。 9～ 11.6cm、 幅3.2～ 5.3cm、 重量140～ 280g、

Ⅲ―eは 5点で長さ10。 7～ 15.7cm、 幅3.5～ 5。 8cm、 重量100～ 830gを それぞれ測った。

石質は I一 aで細粒砂岩 40硬砂岩 4・ 粘板岩 10頁岩 10安山岩 1、 I一 bで細粒砂岩 40

中粒砂岩 1・ 硬砂岩 IO頁岩 1、 Ⅱ一 cでは細粒砂岩 20中粒砂岩 10硬砂岩 10珪岩 10安山

岩 1、 Ⅱ一 dでは細粒砂岩 40硬砂岩 1、 Ⅲ一 eでは細粒砂岩 10硬砂岩 20中粒砂岩 10頁岩

1

・８
(11ィ
ニEE〕
メ

i7
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23                  24

7a  00 Юi
28                 29

第21図  第11号住居址出土編み物用石錘 Ⅱ
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1を数えた。これを総計してパーセンテージを出してみると、細粒砂岩44%、 硬砂岩26%、 中粒

砂岩 9%、 頁岩 9%、 安山岩 6%、 珪岩 3%、 粘板岩 3%と なり、特に砂岩が全体の80%近 く占

めていることは留意すべき点である。これらは亜円礫～亜角礫の中礫を利用したものである。

I一 aOb、 Ⅱ一 cOd、 Ⅲ一 eの 5つ で一つの使用を前提としたグループとしてとらえるこ

とができるが、Ⅲ一 eに含まれるものは、大きさに比較的大きなバラつきがあり、一つのグルー

プとしてとらえるのには、多少の無理があるかもしれない。しかしながら対象製品と編み物用石

10cm

34    第22図  第11号住居址出土編み物用石錘Ⅲ

錘の重量はグループと大きな関係があることは、重量 と出土場所の関係などから十分考えられる。

渡辺誠氏の論文「編み物用錘具 としての自然石の研究」(名 古屋大学文学部研究論集、1981)の

中でも製品群 と重量の関係について言及している章があり、「質量の高い石錘を選拓的に利用して

いることが明確」であり、「素材をみきわめて使い分けを行っている」とし、道具 としての自然石

を強調しているもまた11号住居址内の編み物用石錘の中には 4例ほど以前磨製石斧や凹石に用い

られたものが確認できる。これらの遺物は当時の人々が過去の道具の価値を認めず、またたとえ

認めていたにしろ不必要なものと見lllし 、新たな道具 として転用していた事実を物語る。中には

9の ように凹石、磨製石斧、編み物用石錘と三段階の変化を遂げた例も一例ではあるが確認でき

る:

Ａ
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Ｄ
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ー
‐
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ところで編み物用石錘の出土した第11号住居址は11.5× 10mと 平出遺跡においても極めて大き

な住居址であり、 5組程度の編み物用石錘を使用した作業場ではなかったかと推測されるのであ

る。ここで用いた編み物用石錘とは、俵や筵などを編むときに用いるものである:そ の名称は「こ

も石」、「こもで石」、「編み物石」、「編み物用石錘」といろいろあるが、ここでは「編み物用石錘」と

いう名称を用いた。「それは、これまでの『石錘』といえば漁務用の用途しか考えない立場から『錘

具』としての機能をより重視する立場に立ち戻ろうとする試みである。(第六回平出考古学セミナ

― 竹内稔 )」 (大竹庄司 深井幸人 )

第 1表 第11号住居地出土編み物用石錘一覧表

(単位 cm、 g)

図番号 M 長 さ 幅 厚 さ 重 量 石 材 備 考

第
　
１９
　
図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10
11

12

12.6

13.0

12.6
14.5
15.0

16.5
14.4
15.5

15.2
16.7
12.5
9.0

6.O

5。 3

6.3

7.0
5.9

7.2
6.0
5。 7

5.8
5.0

5。 8

5.5

4.3
3.9

3.2
3.5
4.3
3.5
4.0
3.2

3.3
1.9
2.2
2.9

550
520

520
550
530
630
480
440
440
350
350
280

米占利又耀旨

細米立砂 遅卦

硬 砂 岩

糸田粒 砂 岩

硬 砂 岩

細米立砂 耀卦

頁岩

細粒 ]裂>耀卦

安 山岩

硬 砂 岩

細粒 7%>耀旨

凹石 転 用

磨 製石 斧 、凹石 転 用

凹石 転 用

第

　

２０
　

図

13

14

15

16

17

18

10.0

11.3
11.7
10.7
8.0
9.5

5.0
6.8
4.8
4.9
5.2
6.0

4.0
2.5
3.5
3.6
2.3
2.0

280
230
250
300
190
120

頁岩

糸田着五が確>耀卦

中粒 砂 岩

硬砂 岩

欠 け て い る

欠 け て い る

第

　

２．
　

図

19

20
21

22
23
24
25
26
27
28
29

12.7
13.2
12.5
13.5
14.0
13.5
11.6
11.3
8.9
10。 0

9.1

6.5
5.3
5.2
5.7
5.0
5.4
4.1
4.0
5。 3

4.0
3.2

2.9

3.7
3.0
4.0
2.3
2.5
3.6
3.6
3.3
3.0
2.1

480
410
400
390
320
290
280
260
240
190
140

糸田粒 砂 岩

中粒 砂 岩

安 山岩

珪 岩

硬 砂 岩

細粒 7曜>選卦

硬 砂 岩

細粒 1%>耀卦

凹石 転 用

第

　

２２
　

図

30
31

32
33
34

15.7
12.0
11.3
12.0
10.7

5.8
5。 7

5。 7

3.9
3.5

5.3
4.2
4.0
2.5
2.0

830
540
410
170
100

硬 砂 岩

中粒 砂 岩

硬 砂 岩

細米立砂 耀卦

頁岩
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第 3節 遺構に伴わない遺物

(1)土器

l)組文土器 (第 25図 1、 第26図 )遺構外からは、縄文土器片が数十′点、 Oト レンチとKト レ

ンチを中心にして出土した。第25図 1はナ号住居址付近から出土した深鉢の底部であるが、ナ号

住居よりも少し新しい時期のものと考えられる。第26図の拓本は遺構外出土の土器片で、10～ 12

と20は 、沈線の区画による磨消縄文で、10～ 12は 中期終末
～後期初頭、20は後期初頭のものと推

定される。また13～ 16は櫛状工具による沈線文様で、13、 14は波状を、15、 16は直線を描いてお

り、中期終末にあたるものと推定される。 (前田清彦 )

2)弥生土器 弥生土器は、Kお よびOト レンチから主として出土し、第 2号住居址東、第61号

住居址南恨1に それぞれ比較的集中性がみられた。これらの土器は、神村透氏の教示によると寺所

第25図 遺構外出土土器
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式に比定されるものであり、器形により壺、鉢の 2種に分けられる。

壺形土器 (第 25図 3、 第27図 1～ 19)1は 口縁部、 2は頸部で、 1に は縄文が、 203に は横

位の沈線をめ ぐらす。第27図 、4～ 17は胴部破片である。第25図 は胴部の文様構成がある程度

知ることができる破片で、胴部中央に 6単位 と考えられる雷文がめ ぐり、この上位に山形の沈

線文が 2条施文され、その空間を埋めるようにして組文が施される。胴部以下は右下が りの条痕

文 となる。暗褐色で、焼成は良い。胴部径 18cm。 4～ 9は条痕状の連続、沈線を斜位、横位、羽

状に組み合わせた文様構成をもつもので、14～ 16は縦位のものである。10011は 、条痕文である。

陽

Ⅳ

椰

ハ
Ｈ
同
月
＝
ソ

ー４
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〃

〃

向

〃

・２
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%儡
15 16

的

‐ｌ

υ

‐７
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第26図  遺構外出土縄文土器
0      5 cm
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18019は胴下半部で斜位の条痕文を施す。

鉢形土器 (第 27図20～ 31、 第28図 1～ 26)20～ 31は 口縁部破片である。20、 21は 外面に条痕文

を、内面に櫛歯状工具による連続押引文が施される。22、 25は 条痕文を、23、 24は平行および斜

位の沈線文を施文し、口唇部には沈線ないしは刺突文を施文する。28、 29は 縦位の条痕文と口縁

端への刻みを組み合わせた文様で、30は 口唇部を刻む。31は 口唇部をつまみ上げ肥厚させている。

第28図 1■ 27は胴部破片である。 1～ 6は横位羽状の条痕文で、 7、 8は縦位の羽状を呈する条

痕文を施文する。9～ 15は 横位平行に、16～ 18は右下が りの斜位に、19～ 24は縦位平行にそれぞれ

条痕文を施す。25～ 26は 、横位、斜位、縦位の沈線を組み合わせ特異な文様を描出している:28
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第28図  遺構外出土弥生土恐 2)
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はボタン状貼付文で、29は 穿孔がみられる。

壺形、鉢形ともに暗褐色を呈し、焼成良好のものが大半を占める。

平出遺跡の過去の調査結果によれば、今回弥生土器が出土した K、 Oト レンチ周辺はかなり濃

密に弥生土器の散布が認められている。現在までそれと疑わしい第34号住居址を除けば、住居址・

土墳等の遺構の検出はまだない。今後の調査ではこれらの土器が伴なう遺構を検出し、該期の中

心部分を確定し平出遺跡における弥生時代の特
′
1生 を明らかにする必要があろう。 (小 林康男 )

3)土師・ 須 恵・ 灰 釉 古墳時代以後の土器片は遺構外でも多量に出土したが、実測可能なもの

は 5点のみであった (第 25図 )、 6は土師器の高不で三角形のすかしが三ケ所にあったものと推測

される。内面には非常に細長い暗文が施され、黒色処理がなされている。 7は須恵器の高不で、

口縁部と脚部を欠損しており、内面と外面上半部がロクロナデ、外面下半部が回転ヘラケズリの

整形ではあるが、器面のロクロナデによる稜はかなり鋭い。 8、 9は共に須恵器の蓋で、ロクロ

ナデ、回転ヘラケズリの整形をしており、つまみが無 く、一本の溝が引かれているのが特徴であ

る。10は釉の琢で、整形は器面がロクロナデ、底部が回転糸切 りの後にロクロナデをして仕上げ

られている。

(2)石器 (第 29、 30図 )

(前田清彦 )

石鏃 1点、不定形石器 3′点、打製石斧 7′点、凹石 8点、磨製石斧 1点が出土してぃる。石鏃は

2号住居覆土から出土した黒曜石製の有茎石鏃一点のみであり、片面は自然面を多く利用した二

等辺三角形の丁寧な作 りであるが、茎部は欠損している。不定形石器は」トレンチから3点出土

している。いずれも黒曜石製であり、 2は石鏃の可能性があり、 3、 4は簡単な剥離によって刃

部を作 りだしただけの粗雑な加工である。打製石斧 5～ 11は第11号住居址覆土とナ号住居覆土の

2ケ所に集中して出土した。ほとんどが部厚 く雑な争J離の加工であるが、完形品 6は 、片面に自

然面を多く残し、もう片方に剥離を重ね、やや薄 く加工されている。凹石は全部で 8点出土し、

石材は12の安山岩を除けばすべて砂岩で、13、 14が中粒砂岩、15～ 18が細粒砂岩、19が硬砂岩で

ある。凹みの数は、14、 15が 1ケ所に凹みを有し、17、 18が一面に 2つの凹みを有し、19は三角

錐状の自然石の三面のうち二面に凹みを有し、16は三角錐状の三面のすべてに 1つずつ凹みを有

している。また、12、 13は凹みの数が多く、13は表裏に 2つずつ有し、12は表裏に 2つずつと側

面片方に 2つ、そしてもう片方に 1つ と全部で 7つの凹みを有している。磨石石斧20は 中粒砂岩

製で、定角式の刃部破片であり、研磨は両縁が縦に胴中央は斜めに、そして刃部付近は横になさ

れている。

これら組文時代の遺物は、第11号住居址覆土や第 2号住居址覆土など、古墳未の住居址上から

かなり出土しており、調査区付近が耕作によりかなりの攪舌Lを受けていることをうかがわせる。

(前田清彦 )
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図
番
号

遺
構
名
漸。寵彗  男J 器 種

里法 調色
成形・調整の特徴 備 考

粕 口径 離 内 面 外 面

第第

2

号17

住

居図

土師

〃

〃

〃

須恵

土師

〃

打
↑

　

〃

〃

小形壺

蓋付不

甕

〃

12.8

16.6

10。 6

10,9

10。 8

15。 2

黒色

明橙褐色

淡赤褐色

黒色

青灰色

明褐色

〃

暗赤褐色

明橙褐色

淡赤褐色

赤褐色

青灰色

明褐色

〃

内面黒色処理

‐部こ;詭(赤鰹刈備

畑 1計蹴 り

ロクロは逆時計回り

輪積み痕有り   i

第第

61

号 9

住

居図

土師

〃

〃

〃

〃

〃

〃

須恵

不

小形不

甕

〃

〃

〃

〃

蓋付杯

9,6

12。 8

1902

18,7

14.5

11。 9

暗褐色

淡黄褐色

淡褐色

明褐色

赤褐色

暗黄褐色

暗褐色

青灰色

暗褐色

淡黄褐色

淡褐色

明褐色

赤褐色

暗黄褐色

暗褐色

青灰色

帽
号

.

住
14

居図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

淵

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

不

小形甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

甕

不

不

不

不

不

10,9

11。 2

22,3

15.1

14。 8

15,4

15。 3

15。 1

1138

16,1

1800

20,0

7。 0

7。 0

7.0

14.6

5.6

7.2

8.5

赤褐色

黒褐色

赤褐色

黒色

〃

淡赤褐色

明褐色

暗褐色

明褐色

暗褐色

茶褐色

〃

明褐色

橙褐色

明褐色

黒褐色

i赤褐色

〃

茶褐色

淡赤褐色

暗褐色

〃

明褐色

暗褐色

茶褐色

赤褐色

明褐色

橙褐色

内面黒色処理  `

内面黒色処理

穴径29

口縁部内外面に脚ヒ嚇

外面に炭化物付着

遺第

構25

外図

土師

須恵

須恵

〃

万又米由

高不

〃

蓋

〃

不

黒色

青灰色

灰白色

青灰色

白色

明褐色

青灰色

〃

〃

乳白色

すかし三ケ所に有 り

内面黒色処理

つまみ無し

〃

第 2表  出土土器一覧表

(単位 ch)
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図番号 漸。遺構名 種 別 長 さ 幅 厚さ 重量 欠損 石 材 備 考

第6図 ナ号住居 石皿 (18.3) 11.5 2715 欠 安山岩

第14図 62号住居 祗石 (21.2) 2216 欠 細粒砂岩

第

　

２９
　

　

図

遺構外 石鏃 (2.2) 欠 黒曜石

不定形石器 (1.3) 欠

一
九

一
九

打製石斧 (15。 5 (330) 欠 頁 岩

一
九 硬砂岩

(9。 0) (240) 欠 安山岩

(3.8) (100) 欠 頁 岩

(11.8) (320) 欠 粘板岩

(11。 5) (180) 欠 頁 岩

(11.4) (32o) 欠 細粒砂岩 凹有り

″弟

30

図

凹石 1010 一
九 安山岩

凹は表裏に各2つ
側面片方 2つ、片方に 1つ

(13.6) (850) 欠 中粒砂岩 凹は表裏に各2つずつ有り

7。 2 (350) 欠 凹は1ケ所

一
九 細粒砂岩 凹は1ケ所

280 一九 山は三面に各1つずつ有り

(7.8) (150) 欠 凹は一面に2つ有り

(7.0) (180) 欠 凹は一面に2つ有り

を
死 硬砂岩 凹は三面中二面に各1つ有り

磨製石斧 (7,7) (140) 欠 中粒砂岩 定角式

第 3表 出土石器一覧表
(単位 cm、
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第Ⅳ 章 結 五
日口

この遺跡は、過去に於て大々的に発掘調査され、組文時代中期から、土師式土器の伴う平安時

代の遺跡であることは、つとに早くより知られていて、国の史跡に指定された重要な遺跡である

が、今回発掘調査されたのは、平出遺跡の環境整備事業に伴ない整備計画資料を得るためのもの

である。

発掘調査面積は、 限定された822平方米で、現復原家屋に隣り合った、遺跡の中心部に近い場
所であった。時期も大体農作業も済んだ十一月下旬、霜の降りる寒い日をついて、 トレンチ方式
により、発掘調査を進めた。調査結果は、縄文時代中期の住居址 1、 古墳時代の住居llL 5、 平安

時代の住居址 1と いう結果であった。その中'で、過去に既に発掘調査され、報告されているもの

3、 一部発掘調査されたもの 1の合計4住居址で、残りの 3住居址は新たに発掘したものである。

ここで不思議に思えることは、過去の発掘に於ても、今回の発掘に於いても、弥生時代の住居址

が全く見られないことです。但し遺物においては、それらしき壺や、破片が出ているので、弥生

時代の遺跡は皆無とはいえない面があり、いづれ解明されることもあろうかと思う。

尚11号住居址は一辺が11米 という大きなもので、過去に既に発掘調査済みのものであるが、今

回再発掘してみると、極めて温存度が高く―、過去の発掘く埋め直しが完全に行き届いていたこと

を物語るものとして、高く評価したいと思う。

また、今回の調査の主目的であった復原家屋建設のための遺構の検出については、幸い第62号

住居址 1軒ではあったが、極めて保存の良い状態で発見することができtま た古墳時代を中心と

した住居址群の在り方をある程度把えることができるなど、一応の成果を得ることができた。

最後に地権者の方々及び発掘に参加された方々に対し、御協力厚く御礼申し上げ:ま す:

(花村 格 )
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版



第

一
図
版

上 :調査地域全景 下 :第 ナ号住居址



第

二
図
版

上 :第61号住居址 下 :第62号住居址



第
三
図
版

上 :第62号住居址カマ ド 下 :第 1022号住居址



第

四
図
版

鮨襲嚢
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第 2号住居址  下 :第 11号住居址
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